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今年度より本校はSSH研究指定校として3期目のサイクノレに入った。新規研究開発課題は「豊かな教養と

探究心あふれるグローバルサイエンテイスト(globalscientisUを育成する中高大説連携プログラムの研:究開

発Jとなっており、 6つの研究の柱の中には r(i v)国際交流や学会発表の場で適用する英語プレゼンテーショ
ン能力の育成Jが位量付けられている。また、ここ数4年三でで、本校生徒が海外でで、研研:{修彦をしたりJ研切
が増えてきた。今年度は、東芝地球会議(夕イ)λ、オ一ストラリア理理二数系授業{体本!験挨フプ。iロコグラム(はオオ-一ストラリア)λ、

台中高級第一中学校研究交流(台湾)λ、ThomasJおef在fe町rち羽Sωon高校ザサ『イエンスJ研5計f{I修i多多(米l国盟)λ、釜山医図"際捺高校訪制!問古習1(韓

国)等のプログラムが実施され、多くの生徒が参加している。この状況を踏まえ、英語科は普段の授業の中で

よりいっそうのプレゼン能力向上を意識しつつ、外部からスピーチコーチを招くなどして標記の研究プロジェ

クトを 5年計画で進行させている。

キーワード:グローJミル・サイエンテイスト、英語プレゼンテーション能力、受容、発信

1 .はじめに

1.1 英語科の授業構成

本校英語科では中高6ヵ年一貫教育の指導課程とし

て、生徒の発達段階に応じ、 6年間を基礎期[中 1・

中2J・実践期[中 3、高 1J・発展期[高2・高3J

という 3つの段階に分けて位置づけ、それぞれの特徴

に応じた指導にあたっている。

授業構成は以下のとおりである:

中学1年生~中学3年生

「英語J4時間 (LL・TT各 l時間を含む)

高 1 英語1J 3時間十

roc IJ 2時間 (=TT1十LL1) 
高2 英語IIJ 4時間 (TT 1時間を含む)

高3 リーディングJ3時間(自由選択)

「ライティングJ2時間(自由選択)

来年度より高校英語は科医内容が変わるが、本校は

従来より「英語は英語で教えるj ことやコミュニケー

ション活動を重視した教育を行っており、新学習指導

要領に変わったからといって特に自新しい事を始める

予定はないことを付け加えておく。

1.2 英語科の取り組みの指標

本校の学校教育目標は「本校の教育目標である『自

由関達の校風のもと、挑戦し、創造し、貢献する生き

方をめざす』の理念にもとづき、生徒自らが学ぶ態度

の瓶養に努め、将来を担う社会のトップリーダーとし

て活躍できる能力と意欲を身に付けさせるJである。

また、今年度より新規にスタートしたSSH研究開発課

題として「グローバルサイエンテイストの育成j が掲

げられ、そのための手段として「国際交流や学会発表

の場で通用する英語プレゼンテーション能力の育成J

が標携されている。英語科はこれらの課題達成に積極

的に貢献する所存である。

本稿では、まず本校の国際交流の機会について述べ、

次にこの 1年間の英語科の取り組みを振り返る。最後

に、国際交流に当たって、英語科でどのように支援し

たかを報告する。
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2.本校の国際交流

本校は過去 10年間にわたってスーパーサイエンス

ノ¥イスクール (SSH)に指定され、海外の高校との研

究交流実績を積みあげてきた。今年度からはさらに、

国際社会での活躍を前面に押し出した第3期目の研究

開発に入ったところである。また一昨年度より筑波大

学はその附属学校に対して「先導的教育拠点Jr教師教
育拠点Jr国際教育拠点Jの3拠点構想、を実現するよう
求めており、この数年で本校生徒が国際的に活躍する

機会が確実に増えてきた。

2012年度の国際交流活動事例を以下にあげる

くSSH関係>

a. 台湾台中高級第一中学校訪問(授業参加、英語に

よる研究発表交流)) 

b. 釜山国際高校との相互訪問

c. 米国トーマス・ジェファーソン高校サイエンス研

修(=横浜サイエンスフロンティア高校コア SSH

への参加)

d. 台湾での研究発表、 JSSFでの口頭発表・ポスタ

一発表・他国生徒との共同作業(=立命館高校コ

アSSHへの参加)

e. オーストラリア理数系授業体験プログラム、成果

発表会(=小石川!中等教育学校コア SSHへの参

加)

上記めは本校が独自に開発したもの、 cdeは他の

SSH校のコア企画に招かれて参加したものである。

くSSH以外>

f.東芝地球未来会議(タイにて環境問題について英語

で討論)

g. EU代表部による本校での勉強会

h. ジャパン・リターン・プログラム(JRP)による外交

官との交流会

i. ノーベル賞受賞者とのHOPEダイアログ参加

j. 日本学術振興会によるサイエンスダイアログへの

参加

k. 筑波大学教員研修留学生との交流

このように多彩な機会を通じて生まれる生徒の気づ

きを大切にしながら、英語学習にさらに意欲的に取り

組んでくれることを願いつつ、日々の授業を展開して

いる。

3. 各学年における取り組み

3.1中学1年生 (66期) 担当:須田智之

3. 1. 1 はじめに(基礎期のスタート)

生徒達は小学校で、の英語授業を経験してきており、

入学後間もなくすると学校外でも自主的に英語学習に

取り組む生徒も多い。 4月に実施したアンケートでは

小学校で、の英語は苦手で、あったとし1う生徒もいれば、

英検4級~準1級(帰国生も含む)を既に取得してい

る生徒が 20名程いるなど、様々なレベノレの生徒がし1る

ことが分かつた。英語への興味関心が高い生徒や自主

的な学習に取り組む生徒が多い現状の中で、本校の英

語授業での最終目標は「コミュニケーションの手段と

しての英語を身につけさせることj・「知識に留まらな

い英語運用力を養うことJであると考え、実際の授業

を組み立てている。

3.1.2 授業での取り絡み

英語の週配当時間4時間は3つの要素から構成さ

れる。「教科書を中心に英語の基本的な仕組みを学ぶ時

間J2時間、 rLL教室で聴解能力の訓練をする時間J

1時間、 rALTとともに実際に英語を使ってみる時間J

1時間という組み立てである。

以下に授業の概要を述べる。

(1)教科書中心の授業(週2時間)

MヲwCrown English Series 1 (三省堂)を使用し、

音読を大切にした授業を行っている。また、音声面強

化と Warming-up、更には文法事項の導入を兼ねて、

英語の歌を紹介している。 l学期には映画 ThθSound

ofMusicより“Do・Re-Mi"“Edelweiss"の2曲を、 2学

期には夏休み自由課題として生徒に取り組ませた英語

の歌紹介の結果を踏まえて“StandBy Me"や

“Help"“She Loves You"“Let It Be"などTheBeatles 

の楽曲を中心に紹介した。

(2)LL教室での授業(週 1時間)

LL用コースブック List，θ'flFirst (Oxford大学出版)

を使用し、リスニンク、力向上を図っている。

(3)ティームティーチングの授業(週 1時間)

New Zealand出身のALTと共に行う授業で、教科

書で、はカバーで、きない日常的な単語を多く取り上げて

語糞力増強を図りつつ、既習の文法事項を定着させる

ために意味のある言語活動を行い、実際に使える英語

力の育成を目指している。

つ/}口。



3.1.3 その他、授業外での取り組み
(1)パフォーマンステスト

学期ごとのパフォーマンステストとして、スピーチ

を行っている。 1学期には英語での「自己紹介jを、

2学期は筑駒での学校生活・授業や先生方について、

あるいは校舎内の様々な場所についてグ、ル一ブ。で

する芯6“'8仕cho∞O吐1Life in T:芯'sukuko王ωon1a"を実施した。 3学期
は「僕の好きな人物紹介jなどを実施予定である。ス

ピーチをさせる時の評価のポイントとして①8peak

clearly.②Eye contact.③8peak logically.の3点を重

点的に指導している。

(2)部教材など

英語力を定着させるためには適4時間の英語の授業

(二ご総計200分)だけでは足りないのは明らかである。

生徒にはNHKラジオ講座『基礎英語1J] (物足りない

生徒には『基礎英語2J]または『基礎英語3J])などの

聴取を奨めている他、文法学習用の自習用教材として

『マーフィーのケンブリッジ英文法(初級編)新訂版J
(Cambridge University Press)を、リスニングの追加

教材として Curiousaθorg1θなど簡単な読み物の音源

を配布して聞かせるなど長期休日授の際の課題を工夫し

ている。

(3)多読

約 200冊の多読用英語書籍を購入し、国書スペース

を使って多読の試験的導入を開始した。また、Penguin

Active Readingシリーズの中から ThθLongRoad

(Penguin Education Limited)を冬休み課題として全

員に読ませた。今後は蔵書数を徐々に増やしていくと

共に、貸し出しも含めた英語読書の指導を奨励してい

きたい。

図書スペースにて:英語多読の様子

3.1.4 今後の課題
「国際社会で、発信する能力の育成j をめざし、授業

と生徒の自主的な学習の相互作用をいかに深めていく

かが今後の課題で、ある。

3.2 中学2年生 (65溺) 担当:八宮孝夫

3.2.1 はじめに
中学1年生では、名詞の単数・複数形の区別や基本

時制など英語の最も基盤となる文法項目を学んだ。中

学2年生で、は不定認や受動態、比較級・最上級などを

学び、表現のIllffiをぐっと広げることが自標になる。一

般に教科書では 1学期に過去形の復習や there構文

などが中心となり、 2学期に不定語、比較級・最上級、

3学期に受動態というふうに、習得が難しい項目が後

ろに@っているケースが多い。しかし、習得が難しい

項自ほど、早めに出しながら、繰り返し繰り返し塗り

なおしていくようなスパイラル方式の学習が必要で、あ

る。その実践を報告したい。

なお、筆者は基本的に OralIntroductionを通じて

生徒と英語でやり取りをしながら内容を導入し、本文

に入るという授業形式をとっている。

3.2.2 1学期の実践
扱ったテーマと文法項目を挙げ、衝単な解説を付す。

1) 20，000 Leag即日lderthθS印 (1年の復習)

中学1年の最後に「春休み課題j として、 Penguin

Readers中の Beginner(300語レベノレ)として上記

『海底2万マイル』を配布した。平易にかかれている

が、原文の CaptainNemoの不思議な存在感がよくあ

らわれており、挿絵も多く内容の助けとなるので採用

した。わずかなページ数の作品であるが、中 1で学習

した文法の復習もかねて課し、 2年の初めの数時間、

CDで朗読を流した後、内容確認しながら扱った。

2) N ew Zealand 比較級・最上級)

本校ALTの出身地がニュージーランド(NZ)なので、

TTの時間を利用して日本と NZのさまざまな比較を

した(面積、人口、山脈や河)11の長さなど)。

3) A Priest in a Mask (不定認1want to・・・ /ing

形 enjoy. "ing) 

メキシコの孤児院を運営している牧師が、覆面レス

ラーとして運営資金を稼いでいる、という話。ここで

は、不定詞とか動名詞とかは意識させず、動認の後に

動認を続ける場合は、そのまま続けることはできず、

動詞によってtoを伴ったりい"lngを伴ったりするこ

qu 
nδ 



とを理解させた。

4) The Story of John Manjiro (不定詞2形容詞用

法・高IJ詩的用法/受動態1基本)

漁師の万次郎が、嵐で遭難し米国船長に助けられ、

米国で暮らし、日本人として日米の架け橋になったと

いう話。この課では、不定認のさまざまなバリエーシ

ョンを意識的に出しているので、あえて全ての用法を

出しながら、 to'"のもつ共通したイメージを理解させ

た。また、話の流れの中で、能動態より受動態で表現

した方が自然な文脈が出てきたので、受動態も基本的

なことを導入した。例えば:

Gold was discovered in California in 1849. 

やはり、能動態と受動態は単なる表現の言し1かえでは

なく、受動態の方が適切な文脈があるので、そういう

機会を大切にして導入したい。

3.2.3 夏休みの課題

1学期中に、比較級、不定詞、受動態の基本を導入

することのメリットは、夏休みのりーディング課題の

選択がぐんと広がることである O 英米の graded

readersでは、語葉数でレベノレを分けていても不定詞

や受動態は Beginnerレベルから使用されていること

が多い。中学生が読むに堪えるような、少しでも複雑

な話になれば不定認のような基本構造は使わざるを得

ないからである。その点で、 MacMillanReaders中

のBeginner(600諾レベノレ)、 TheAdventuIiθ'sofTom 

Sawyerは格好の読み物で、ある。 1学期の既習文法(と

りわけ不定詞)が頻繁に出てくるので、内容を取らせ

ながら、既習文法が使用されている文をレポートに書

き出してくるように指示する。ある文法項呂を学習し

たならば、そこからあまり間を置かないうちに、その

項目が別の文脈で使用されている場面に出会うことで、

その文法項目の理解が深まり定著すると思われる。

3.2.4 2学期の実践

1) Uluru (比較級・最上級の復習、 look+形容詞)

教育実習生に担当してもらった課で、 1学期の項目

の復習に重点を置いた。オーストラリアと日本の大き

さや人口を比較させたり、Uluruとしづ巨石と東京タ

ワーの高さ比べをさせたりして、運用力を高めた。

2) ThθAdventures of Tom Sa wylθT (不定詞 3)

夏課題で読ませたもので重要な点を確認した。既習

以外の不定詰表現として <want+0+ to…>がし1くつ

か出てきた。例えば、有名なi尻:のペンキ塗りの場面で:

Tom wanted other boys to paint the fence. 

いわゆる SVOC構文の本動詞の後に otherboys to 

paintのような「ネクサス関係j にあるような構造は

英語の中に多数見受けられるので、中学2年の後半く

らし1からは徐々に意識させ、導入した方が良い。これ

も、様々な動詞パタンがあるから(自的語の後に取る

のが原形不定詞・ to不定詞・ ing形・過去分詞など)、

何度も塗りなおして進めていくことが必要である。

3) From Failure to Glory (現在完了形)

山中教授がノーベル賞受賞ということで、タイムリ

ーな話題なので、投げ込み教材的に扱った。受賞したて

のホットな時に、例えば:

Professor Yamanaka has recently won the 2012 

Nobel Prize in physiology or medicine. 

「現在完了進行形Jは高校で扱う項呂であるが、「過

去からの継続j を示すのに必要な形である(完了や経

験は過去形でも代用可能である、とりわけ米用法では)。

決して複雑な形ではないので、これも平めに導入した

。、
、ーν
4) India， My Country 受動態2復習・応用)

この課は、様々な形の受動態表現が出てくる課であ

る。 1学期にすで、に扱っているものであるが、復習と

して次の2つをあげた。

①特に主語を明示する必要性がないために受け身に

する場合

Marathi is his mother tongue. It is spoken in 

western India. 

②あえて by以下を出すことで、動作主を強調する

場合

Then the British came. India was ruled by 

them. 

また、形式上は受け身であるが内容的には受け身と

感じられない場合もある。

③India is located in the southern part of Asia. 

この例とは異なるが、感情表現なども受け身で表す

ことが多いので、今まで表現として出てきたものをこ

こでまとめた。

ただ、筆者自身、インドに行ったことがないため、

自本とインドでの言言割吏用の違いなど、十分深められ

たとはいえず、その点が反省点である。

3.2.5 発表活動

夏課題に上述のお'mSawyerを課すのと同時に、英

語関係の何か(英語に関する日本語の本、学習者向け

の英字新-関の記事を読む、自分で読めるレベルの英語

で書かれた物語を読む・"etc)をおこなう、という自由
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課題を出しておいた。以下はその実際の例である:

やさしめの英語の物語

*Three 8hort 8tories by J. R. Kipling 

合ThθCatinthθHat 

*Ma♂~Trθθ Housθ(Dinosaurs before Dark) 

*週間 8T，

吋7leAsahi協 θokly... etc 

英語に関する日本語の本

「英語の語源探訪J(織田哲可)

「日本人はなぜ英語が下手なのかJ

「ネイティブに嫌われる英語j

「英語辞書の使い方J(外山滋比古)

「英語の歴史J(寺島盾)…etc

その他の取り組み

・英文日記(夏休みの出来事を英語で日記風に書く)

.英語の音楽の開き取り

. Violinの用語のまとめ

-各博物館の英文パンフレット

・英文旅行記…etc

以上のように、各自がそれぞれの課題に取り組んだ

ので、それをクラスで発表し共有することが有益と考

えた。学期末のパフォーマンス・テストは、この「自

由課題を 2分以内で紹介するj ということにした。も

ちろん、活動によっては、英語で説明しにくいものも

あるので、その場合は無理強し、せず、他のことの紹介

でも可とした。

一例を示す:

Do you know anything about Yufu-in? In the 

summer vacation， 1 visited Yufu幽in.(地図) Yufu-in 

is located in Oita Prefecture. Where does the 

name Yufu -in come from? The word “Yufu-in" is 

made of two words -“Yufu" and “iI1." 

In Yufu・in，there are many mitsumatas. (写真を見

せ Mitsumatais a tree for paper) In old days， 

people made beautiful cloths of those trees. They 

were given to the Imperial Court (朝廷)and were 

called “Yufu(木綿)"And also “in" means some sort of 

warehouse in J apanese. In those days， there were 

many warehouses for “Yufu." there. 80 these 

historical facts lead to the word “Yufu-in." 

この生徒は、「湯布院Jとしづ温泉について紹介して

たのであるが、肝心の Yufu-in is famous for hot 

spring.ということに言及しなかった。しかし、地図や

ミツマタの写真を用意し メリハリのある、ゆっくり

とした英語で非常に説得力のあるスピーチを行った。

全体的に言えば、説明しやすいテーマとしにくいテ

ーマがあり、評価の対象とする課題としては、必ずし

も適切なものとはいえない面があった。ただ、発表の

観点からいうと、これまでは発表させた後フィードバ

ックの時間はとらなかったが、今回は他クラスのいい

発表例などを見せることによって 優れた発表はどん

な点が良いか、ということをf出荷し、フィードバック

す一ることができた。

3.2.6 おわりに

以上、 2学年になってから扱った課について概観し

た。ただ、ある内容を教師が説明し生徒に連解をさせ

るだけでなく、上の発表活動のように、お互いが、あ

るテーマについて既習項目を使って英語で、書き、発表

しあうことで、ほかの生徒からさまぎまな表現を学ぶ

ことが少なくない。

結局、教師が与える知識は微々たるものなので、む

しろ生徒が体!験しあったことをお互いシェアするよう

な体制でいくと、より豊かな学びの空間になるのでは

ないか、というのが最近の実感である。

3.3中学3年生 (64期) 担当:高橋深奨

3. 3. 1 はじめに(実践期のスタート)

6年間のシラパスの中で「実践期 1年目j として過

去2年間で得た基礎知識を少しずつ統合させ、コミュ

ニケーション(必ずしもオーラノレコミュニケーション

に限定せず)の手段として使っていけるよう、スキル

を高めることに重点を霞いている。

本学年では筆者が JTE単独の授業 (2単位)十LL

授業(1単位)十TT授業(1単位)全てを担当して

いる。教材は、単独授業では三省堂の NewCrown 

English &θries 3 (本年度改訂版)を基本に各課の題

材について少し発展的な読み物を加え、 LLでは年度

当初は引き続き、 BasicTactics for L.おtening&θcond

Edition (Oxford)を使用したが このシリーズが改訂

されたのに併せて、5月末より DeViθ'lopingTactics for 

Listening Third Edi・白白(0xford)を使用してし¥る。

TT では 8i~θ by 81・de(PearsonEducation) を

input/output特に活用しつつ、独自に作成した教材を

{吏用している。

現在完了形・後寵修飾・関係代名詞等、中学3年生

で扱う大きな文法を種々の演習問題が解けるまでの単

なる知識として終わらせず、「知っていることを必要な

時と場合に運用することができるJ力をつけることと、

英語の授業を通じて、様々な事柄に関心を持たせるよ

「

onc 



う{動きかけることを指導の自標としている。

3.3.2 異体的な取り組み

3.3.2.1 JTEによる授業(ししを含む)

以下に上述の自標到達のために日々の授業で実践し

たことおよび考察すべき点を挙げる。

① 1)ーデ、イング

「読むj ことは単なる和訳、つまり記号の援き換え

作業ではなく、筆者と読者の間にコミュニケーション

が成立しなくてはならないことを理解させることに重

点を置いた。教科書も改言了されて、各レッスンにはあ

る程度の長さのリーディング教材があるが、このほか

に1回で完結する投げ込み教材を用意して、概ね1レ

ッスンが終わるたびに読解演習をした。

このほか、ある程度の長さの読み物教材として、 1

学期に Sadako(Eleanor Coerr / Ed young)を、 2学

期前半に ThθBlackCatを数百に分けて使用した。

Sadakoは高IJ読本として出版されているものは約

5800諾であるため、 PuffinBooks より出版されてい

る、絵本版(約 2500語)を4屈に分けて学習したo

mθBlack Ca t (Edgar Allan Poe)も数字土から出版さ
れているが、詩集、英文の水準から Penguin版を使

用した。

なお、発音については2年次までの担当者が了寧に

指導してくれていたので、それを継続している。

②語糞

ある諮について、既知の語義を持つ場合、生徒達は

その情幸良から何とか言葉を置き換えて文意を捉えよう

とするが、患い通りに運ばないことが増えたと実感し

ている。もはや自の前にある英文(音声で伝えられる

ものも含めて)が、一単語一訳語の対応では正しく文

意を捉えることができない水準になってきたからであ

る。

これには、やはり辞書の訳語のうちから適切なもの

を選択するという過程を踏まえつつ、帰納的に語義を

獲得することも視野に入れて指導している。

ともあれ、詩棄の獲得には意図的な記憶をせざるを

得ない聞もあり、特に単語集を渡したりしているわけ

ではないが、既出の諾棄についてはできるだけ記憶す

るよう促している。

③音声 (LL授業)

主としてリスニングカを高めるため、避に 1問、 LL

教室を使用している。

意図していることは、以下の通りである。

①まとまった量の英語を開いて概要を捉える。

②テキストに設問として与えられている事柄をヒント

に、開き取るべきポイントを理解する。

③アメリカ英語だけではなく、他の英語の音声にも触

れる。

④会話特有の表現を学習する。

3.3.2.2 ALTとのティームティーチング (TT)授業

TTではできるだけ生徒の発話活動を促すことを念

頭に置き、主として以下の活動を行っている。

①べアワーク

②スピーチ

③ディスカッション、ミニディベート

①については、新たな文法事項を使用するパターン

プラクティスを行う等、オーソドックスなものを取り

入れているが、中学3年生になると、あまり簡単なも

のは飽きてしまうし、また友人関係が長くなっている

ため、緊張感を持たせるのが難しい。

②については、これまで NewSchool Year's 

Resolution， My school trip to Toyama， My favorite 

words， His Summer Vacation， How Can 1 Change 

the Worldというテーマで5回行った。初期の頃は「間

違えないようにやろうJrとりあえず話せばしWリとい
う意識がなかなか払拭できなかったが、 11月末には一

人 1分30秒で、行ったが、かなり堂々としたスピーチが

できるようになった生徒も多くいた。

③については、Whichdo you prefer， a house or an 

apartment? のようなテーマでグ、ルーフ。デ、イスカッ

ションをする、ある resolutionについて、ノトグルー

プに別れて、 affirmativeまたは negative のいずれ

かの視点で、意見を出す等の活動を行っている。これに

ついても、生徒は概ね楽しげにやるが、発表の段階に

なると、まだ原稿を「読んでJさっと自席に戻ろうと

してしまうことある。

②と併せて、いかに発表の能力を育成するかが、国

際社会において、受容・発信する能力の下地作りとし

て重要な課題である。

3.3.3 今後の課題

過去2年間で得た基礎知識の統合と、コミュニケー

ション能力の向上に重点を置いて指導しているが、来

期は更に SSHとして科学的内容を間接的・直接的に

使用して、「科学j的題材でコミュニケーションが可能

になるようなものを学習材料として扱うことを考えて
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し1る。

3.4高校1年生 (63綴)英語I 担当:多尾奈央子

3.4.1はじめに

中学で得た基礎知識を場に応じて実践カとして使用

できる力を着けるよう「実践期j としていかなる

channelでのinput/ outputであろうと、場面設定を

現実味のあるものにすることに重点を撞いている。

本学年では筆者が JTE単独の授業の英語1(3単

位)を担当し、別の教員がOC1 (TT授業の1単位十

LL授業の1単位)を担当している。

f読みJr書きjにおいては単にまとまりのある文章
を速く正確に読んだり、書いたりすることができるこ

とに終始せず、行間や使用される〈する)詩句が状況

に応じて選ばれている(選ぶ)ことをきちんと理解し

て言葉を映像として思い浮かべ(させ)ること、また

各単元で学習するそれぞれの文法事項については稜々

の演習問題が解けるまでの単なる知識として終わらせ

ず、「知っていることを必要な時と場合に運用すること

ができるjカをつけるための学習を授業内外で行うこ

とがし、かに大切かを理解させ、それを実践することを

指導の最重要旨擦としている。

3.4.2教材と授業での取り絡み

英語lで教材は大修館のGeniusEnglish Course 1 

を基本に、各課の題材について極力題材の原典を中心

に扱いつつ、さらに発展的なあるいは背景に関わる読

み物を加えている。主としてnewwordsについては学

習者用英英辞典を使用して、日本語を介さずに語の意

味を理解させ、例文から現実での使用場面等を提示し

ている。本文はauralintroductionで題材の背景を導

入し、口頭での英間英答で概要を確認し、確認できた

key wordsから自分なりに本文を再現させることに努

めている。その後本文を提示し、内容を把握させる。

内容を把握・整理できたところで、該当の文法事項を

確認、し、状況を思し¥{.手かべながら chorusreadingや

read and look upをするという流れで進めている。次

時には前時の内容を要約した文章に空欄を作り、本文

とは異なる文章表記でも内容から正しい品詞等で英文

を完成させる活動を行なうという流れで進めている。

また基本的に週一回、語棄と基本例文の小テスト (15

点程度)を行い、基本事項・語句の習得を促している。

予習ではなく、復習への意識喚起を込めて。

授業は上記学習活動に関わるものをすべて一つのプ

リントにまとめ、一点に集中できるようにしている。

海外生活経験者、塾での学習で先へ允へと学習を進め

ている生徒もいれば授業で学習することが全て新出で

ある生徒と習熟皮は様々であるが、それぞれが活躍で

きる場ができるように極力多くの質問を投げかけ、誰

もが萎縮せずに r(間違えても)発することが初めの…

歩j ということを議論卒してもらうことに努めている。

今後は英文要約や入試に関わる問題なども取り入れて

いく予定である。

3.4.3今後の課題
学年が上がるにつれて塾に通ったり、通信教育など

で進度を先に進めたりする生稜が増える中で、外国語

学習がf諮の寵き換えj作業に終始される傾向がある。

空機補充・和訳英訳・整序などができれば良しと考え

られることが増えていることが否めない中で、「実践

力j とは何かを毎時間感じられるように学習指導要領

の「英語の授業は英語でJという方針に基づき、どれ

だけ平易であるうが数多く英問実答を取り入れて、場

に応じた速いレスポンスが英語でできるよう、さらに

は場に応じた f語Jを選択使用できるように授業の組

み立てや教材の開発および授業の実践を行っていきた

し¥0

3.5.高校1年生 (63期)OC  1 担当:平原麻子

3.5.1 はじめに
高校1年生では「英語1Jの他に「オーラノレコミュ

ニケ」ション 1J (2単位)を設けており、週に'1時間

ずつLLの待問とTTの時間を展開している。 LLで

発音や開き取りの基礎訓練を行い、 TTでは様々なト

ピックで積極的に発話することを旨とする。

以下、それぞれの内容について記述する。

3.5.2 L Lでの授業
3.5.2.1 授業の概要
LLでは年間を通じ基礎訓練として1単位時間 (50

分)の中で、シャドーイング・まとまった内容の聴き

取り練習・ディクテージョンの3つを行っている。

この他、楽しみながら生の英語に触れさせるために

定期的に映闘も取り上げている。 1学期には Backto 

theFuture、2学期にKungFu Panda、3学期に The

Great Dictatorを扱う。このうち、 2学期と 3学期の

映画は3.5.4で、述べる実技課題にもつながっている。
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3.5.2.2 教材
シャドーイング用教材としては、鳥飼(2003)や玉井

(2005)を参考にした他、ケネディ大統領就任演説な

どの有名なスピーチ等を利用している。穂解練習用の

教材には、 DevelopjngTactIcs for Ljstenjng (Oxford 

出版:リスニング演習のためのコースブック)、

NatIonal G，θographjc: FぬぐprjntReacling Ljbralア

(Thomson Heinle社:雑誌NatjonalG，θographyを

ベースとし、動物の生活や世界の国々の風習など様々

なトピックについて映像DVD.音声CD・小冊子が

セットになっているもの). Engjjsh Journal (アノレク

出版)等がある。ディクテーションは、これらの教材

を使って内容の聴き取りを行った後に、日本人生徒に

とってトラブノレスポットとなりやすい音声変化(音の

連結、 hの脱落等)が表れている部分を取り上げ、書

き取りをさせている。

3.5.3 T Tの授業

3.5.3.1 授業の概要

今年度はニュージーランド出身の男性ALTとTT

を行二っている。

授業の冒頭でウォーミングアップと部分ディクテー

ションを兼ねて英語の歌を歌ったあと、その誌のテー

マに沿った色々な表現を練習し、ベアワークやグルー

プワークを経て最後に数名が全体の前で練習の成果を

披露する、というのが基本的な授業構成である。

取り上げた英語の歌は、 Standby Me. Eve.与.Tday

などのオールデ、ィーズや、 HeyJude . Let 1ヒbeなど

ビートノレズ、を中心に歌認がシンフ。ルで、美しく歌いやす

いものである。 11月後半はクリスマスソングも扱う。

3.5.3.2 学期毎の授業展開

①1学期

1学期は日常的な英語表現を使いこなすことを目標

とした。 LLのDevelopjngTactIcs for Ljstenjngで、聴

解訓練を行ったトピックを、次週のTTの時間で運用

練習する、というパターンが基本になっている。

取り上げたトピックは、「知り合いになるJ r~普り物

をするJr感想を述べ合うJrアドバイスをするJrトラ

ブツレを解決するJr学校を案内するJなどである。
また高校生で起業した少年の話を学習し、 l学期の

スピーチ課題につなげた。

②2学期

2学期はi濯自の関係で授業日数が少ないが、ディベ

ートの基礎訓練を中心に授業を行っている。

まず最初に、日本人が苦手とする「反論jの練習を、

ALT相手やベア向士で、充分に行った。その後、ディ

ベート形式に慣れるために、ヒ。ンポンデ、イベートやテ

ーブルディベートを行っている。これらの練習方法に

ついては、特に松本他 (2009)を参考にした。

ディベートのトピックとしては、「共学がよし1か別学

がよし1かJr制月授がよし1か私月授がよし¥かJrSonyPSPが

よいかNintendoDSがよいかjなど、生徒に身近で意見

が出やすいものを選んでいる。

③3学期

授業日数が極端に少なくなるため、まとまった活動

はできないが、 2学期に引き続き意見を述べるタイプ

のタスクを行う予定である。

3.5.4 0 C 1の評価

毎学期の期末考査では、 LLとTTで学習したこと

の定着度を確認するためにペーパーテストを実施して

いるが、これに加えて実技テストを必ず行い、評価の

重要な柱としている。課題は以下のとおりである。

く1学期>

①30秒程度のシャドーイングテスト(100wpm) 

②「将来起業するならj というトピックで2分程度の

スピーチ

く2学期>

①1分程度のシャドーイングテスト (120wpm) 

②Skit Show: 5人グループを作り、映画 KungFu 

Pandaの中からの名台認を幾っか引用し、 8分程度の

オリジナルスキットを書いて演じる。(名台詞の例

To make something special， you just have to believe 

it's special. / A real warrior never quits. / Yesterday 

is history， tomorrow is a mystery， but today is a gift. 

That is why it is the present. ) 

<3学期>

①映画 ThθGreat Djcta torラストのDictatorSpeech 

から一部をレシテーションテスト

②ぺアを作り、存名人になりきってuドラえもんjと
「のびたJなど) 3分程度の会話をする

スピーチやスキットに関しては聴衆用の audience

sheetを配布し、生徒相互が楽しみながら評価しあう

ことも課題としている。

3.6高校2年生 (62期)英語豆 担当:山田忠弘

3. 6. 1はじめに(発展期のスタート)

高校2年生の英語は、英語立 (4時間)を3時間と

1時間に分け、前者では Reading と Writing
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( Listening )、後者では TeamTeachingによる

Speakingと分けられる。自分の担当する 3時間にお

いては、昨年度に引き続き、 Readingは分量に応じた

スピードで、大意をつかむこと、 Writingは自分のレベ

ノレに応じた正確な英語で、描写や意見を表すことを毎

回の授業での目標としている。また昨年度までの LL

での授業が今年度はないため、 Listeningもこの時間

で行うことになる。

3.6.2 教材と授業での取り組み

教科書は啓林館ELEMENTE刀'gJjshCoursθDを使

用し、昨年度向様、chorusreading (new wordsとtext)

→自作プリントによる内容確認、演習としづ流れで進

めている。また週に一度、単語と基本文の小テスト (20

点満点)を行い、基本事項・語句の暗記を促している。

昨年度と異なる点としては、教科書の本文を

Warm-up Readingと位量づけて、扱う時間を極力短

くし、最後の 20分で、短編小説 (0.HenryやW.S. 

Maugham、Saki、RoaldDahlなどの原典)を読んで

質問に答える形式の演習を行っている。また配布する

プリントには、昨年同様、 writing問題 (Theゐrpan

Tunesなどからの自作や、大学入試問題など)を入れ

て、提出者には添削指導を行っている。 2学期からは

補助的な演習として、英文要約やりスニング、問題に取

り組む屈も適宜設けている。

例 1 絵を英語(30語程度)で描写させるもの

例2:自分の意見を書くもの

「携帯電話は何歳から持たせるのが適当か (60語程

度)J 

「科学技術の進歩はコミュニケーションにとって良い

ことか (50語程度)J 

「宇宙開発は予算の無駄使し1かどうか(100語程度)J

3.6.3 今後の課題

学年が上がるにつれて読解がウェイトを占めること

から難しくはなってくるが、「英語の授業は英語でjと

いう学習指導要領方針に基づき、簡単な英関英答を可

能な限り入れて、平易な英語での速いレスポンスを問

う「瞬発力jの訓練は随時行っていきたい。

3. 7高校2年生 (62期)英語 11:TTでの取り組み

担当:須田智之

3.7.1はじめに

高校2年生の4単位中の 1単位で、 ALTとのティー

ム・ティーチング(以下TT)により、スピーチ、プレゼ

ンテーション、ディスカッションやデ、イベートを行う

というのが筆者の担当である。

3.7.2 1学期の授業

筆者は、昨年の高 111寺にも 62期の LLとALTとの

TTの授業を担当した。特にTTの授業では、生徒の十

分な発話量を確保するのが難しい。 1学期の最初には

他己紹介(自己紹介は昨年実施済のため)、後輩へ向け

ての学校生活に関するアドバイスのスキット作成、皆

既日食に関する英字新簡を活用してのディスカッショ

ン、 6月には「修学旅行での思い出についてj と「将

来の夢jについての2つの課題スピーチを実施し、評

価の対象とした。

3.7.3 2・3学期の授業

2学期は、まずディベートからは少し離れるが、英

語での言葉遊び・英語での言葉探しを体験してもらう

ため、 CreativeWritingに取り組ませた。昨年度高3

生に応募を勧めた ESSC(ExtremelyShort Story 

Competition)とし1う、 50語ぴったりで英詩などの作

品を作るとしづ学習者向けのコンテストに作品を応募

してもらうことにした。以下は昨年度の生徒による入

賞作品の例である。
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Cicadas 

Cicadas live underground for 
seven years. 
But after going out of the ground， 
they can live only for a week. 
People say they are poor. 
But is that true? 
Watch them. 
They are singing. They look so 
happy. 
What's important is not how long 
we live， but how we live. 

Nakanishi Ryosuke 

2学期後半は映癌 TheGreat D，θbatersを鑑賞する

と共に、松本他(2009)などを参考にしながら「日本の

大学は9月から学年を始めるべきである。是か、非か。 jと

いう論題についてのデ、イベートを学期末評価の課題とし

て実施した。 3学期もプレゼン・ディベートなど発表活

動を実施予定である。

3.8 高校3年生 (61期)リーディング

担当:秋元佐恵

3.8.1はじめに

6年間のシラパスのなかで、最終段階の「発展期J最

終学年の高校3年。本校では高校3年の英語は選択授

業となるため、若干各クラスの受講者数は減り、教科

名も「リーディング'J ライテイングjの2つとなる。

高校1年次から筆者が英語授業の柱としている「オ

ーセンティックなインフ。ット→インテイク→アウトプ

ットj の流れに従い、以下の3つを授業目標とした。

①視聴覚教材十読解教材のコンビで、題材を深く学ぶ

②今使われているオーセンティック英語のインフ。ット

③最後に生徒に意見を書かせ、優秀作品から学ばせる

この目標を達成するために最も努力したことは、そ

の時々の生徒の好奇心に合った教材を探すことである。

高校3年で受験が近いとはし 1え、行事も自白押しの彼

らが、そのとき何に興味を持っているか、{可を知りた

いのか-これは学年の担任として活動を共にしたから

こそ分かったことも多い。以下、筆者から見て特に生

徒の反応の良かった題材を、 3つ取り上げて紹介した

。
、、
v
h
v
 

3.8.2授業での取り組み例

3.8.2.1 笑いについて(1学期)

生徒たちはこの時期、文化祭の斑でコントを作り始

めたところで、あった。また、ライティングの平原教諭

から、 f今度授業でジョークを作らせるつもり jとの話

を開き、前からやりたかった「笑しリについて、この

時期考えさせることにした。

使用した主な教材は以下のとおりである。

① Laugh Lab: fmding the world's funniest Joke 

(山本、 2011)

②羽市ydo we 1augh? (東大出版会、 1998)

③ DVD: Mr. Bean vo1.1・3 (2003) 

まず①ではリスニングQAおよびリーディングで、

いくつかのジョークや笑いの歴史について学んだ。

②はかなり長く難解な教材だが、それに 30間ほどヒ

ントとなるような読解問題をつけ、広い教室を使って

一斉に読み始めた。半分まで解けた者は教室後ろの筆

者のところまで来て添削を受けてから先に進む。最後

にスクリーンに解答を写して解説をする。この方法で

は、様々なレベルの生徒がそれぞれの速さで読むこと

ができ、こちらも生徒の出来を把握できるので、よか

ったと思う。 3000語程度の長い教材を読ませるときに

は、この方法を使うことが多かった。

最後に③の映像で、笑いの構造について考えさせた。

λ!r. Beanを見たことがある者は多かったが、なぜこ

のイギリスの笑いが世界で普遍的に受け入れられるの

か、書かせてみた。生徒たちは読解教材で学んだこと

もヒントにしたようだ。以下はその例。

轡1think that we laugh at this movie main1y 

because we fee1 superiority. First， Mr. Bean's 

actions are absolute1y ridiculous. Moreover， the 

customers of that barber shop are a1so foolish and 

cheated by Mr. Bean. This series of foo1s makes a 

sense of superiority. 

轡1think the deep structure of 1aughter under1ying 

the episodes of Mr. Bean is that he behaves so 

strange1y that our expectation is all broken. In 

short， peop1e 1augh at this unexpected twist. 

3.8.2.2 GM  foodsについて (2学期)

これは自分が 9月に偶然見たフランスのドキュメ

ンタリー『モンサントの不自然な食べ物ιθ mondθ
Sθlon Jわ'nsanto， 2008仏)Jlに触発されて急逮取り組

んだ題材である。将来理系の研究者を自指す生徒も多

い本校の生徒に、ぜひともこの問題を知って考えてほ

しかった。幸い映函館(渋谷アップリンク)も、教育

用ならばDVDを貸してくださるとのことで、ありがた

かった。

- 90 -



使用した教材は以下の通り。

① Genetic Engineering 

(Contemporary Topics 1， Pearson Longman) 

② DVD: ~モンサントの不自然な食べ物~ (2008) 

③ Golden Rice 山本、 2008)

④ GMに関するニュース記事・論文

①はアカデミック・イングリッシュの教材。講義を

開いてメモをとる形式である。これでGMの基礎を学

ぶことができた。②はフランス語も多いが、米留の会

社や政府関係者のインタビューはすべて英語なので、

その部分をLL教室でのリスニング問題とした。その

後映画の感想も書かせた。③はちょうどその中で、話題

になっていた品種、一緒に読解した。④は生徒からの

提供が複数あった。筆者自身も最新の論文を読むこと

で、この問題の根深さを改めて知った。

ちなみに 11月上旬、アメリカで、配信されたニュース

によれば、カリフオノレニア州で、遺伝子組み換え表示

を義務化する法案の賛否について選挙をしたところ、

モンサントなど、のバイオ産業からの反対キャンベーン

により廃案となったそうである。(このニュースの要約

問題を2学期末考査に入れて読ませた)。今後も TPP

問題とともに、生徒には考え続けてほしいトピックで

ある。

3.8.2.3 米大統領選ディベート (2学期)

10月初旬よりアメリカの大統領候補によるディベ

ートが始まった。ネット上に音声もあり、生徒も興味

ある話題だ、ったので、米選挙の仕組みとともに扱った。

主な教材は以下の通り。

① 

②ゐ'Pan刀 T幻】}泊nθωS記事4編 (ω9引/危2お8，10α11叩0，10α/1日5，1叩0/危24心) 

③“"T、もhe児eFirst Pre的S位id由er凶1式ti凶a叫1Debate Oct. 3， 2012" 

④ DVD: Twelve Angry Men (1958) 

①は毎回優れた教材で、筆者もよく聴いている。こ

こで、は選挙人(electors)などの語棄や、 11月の選挙まで

の流れを学んだ。②は2000語程度の社説を中心に、時

間を区切って読解した。方法は3.8. 2. 1と同じである。

③はネット上で音声もスクリプトも手に入ったので、

やってみた。実際のデ、イベートはかなり語集も難しい

ので読解用、その前の司会者(nloderator)のノレール説明

は簡単なのでリスニング、用に使った。④は裁判映画の

古典、モノクロではあるが、生徒は非常に熱心に見て

いた。大統領選まで続くアメリカのディベート文化に

ついて、知ってほしかった。以下は上映後のコメント

の一部である。

. This movie makes me believe the conscience of 

human beings. 

.It is interesting for me that“the truth" is st立1

unknown at the end of the movie. If it were 

created by a Japanese director， 1 think there would 

be an answer scene after the jmプsdecision. 

. The system of jury is a very nice idea because 

people who usually don't care about a trial can get a 

chance to think about it deeply. 

生徒は物誌の面白さや登場人物の分析のほか、真実や

道徳の問題、裁判員制度、日米の文化差、などについ

て書いていた。なお、 2時間を使って上映したあと、

いくつかの場記を取り出してリスニングし、当時の脚

本に蓄かれた人物描写の読解クイズを行った。

3.8.3今後の課題

この 1年、さまざまな題材を通して英語を読む・開

く訓練を行ってきたが、文学をじっくりと読解する機

会が不足していたと思われる。というのも、筆者のな

かに、どうも日本語で訳読してゆく、解説を加えてゆ

くことへの反発があったためである。高校 11:f三から、

わりと英語で授業を進めてきたために、そのほうが生

徒の反応も授業のリズムも良い、ということもあったO

しかし、あえてリズムを崩してでも、英語で文脈や行

局を読むことも、生徒たちに必要な訓練だ、ったかもし

れない。次回高校英語を担当するときにはこれを課題

とし、英米の古典や現代文学も含めてバランスよく扱

いたい。

3.9 高校3年生(61期)ライティング

担当:高橋深美・平原麻子

3. 9. 1 はじめに

本校では高校3年生の選択科目「ライティングJ(2 

単位時間)を2名の教員が担当し、 1時間を文法・構

文指導中心の授業、もう 1時間をパラグラフ・エッセ

イライティング指導中心の授業と位置づけて指導を展

開している。授業は高IJ教材、各教員によるハンドアウ

トを中心に進め、 CROWNEnglish陥・tingNew 

Edi.白'on 三省堂)を補助的に活用した。

3.9.2文法・構文指導(高橋)

3.9.2.1授業の概要

文法・構文指導の 1時間は、文法事項の復習と和文

英訳を中心に授業を展開した。文法項目として扱った
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ものは、時側、準動詞、仮定法、比較、譲歩表現、関

係認などであり、また英訳の技法として主語の取り方、

受動態と能動態のバランス等を扱った。

授業を展開する上で心がけたことは、和文英訳とい

えども、単なる日本語から英語への置き換えではなく、

訳者がコミュニケーションの媒体となること、すなわ

ちそのメッセージの発信者が意図したことを正しく英

語に変換し、メッセージの受信者に伝えるつもりで訳

すこと、さらに、自然で文法的に正確な英語で訳すこ

とである。

「自然な英語Jということは、例えば、「あの歴史書

をひもとけば、おそらくその問題に対する手がかりが

得られよう j という和文を英訳する際に、 Reading

that history book， chances are you will have a clue 

to the problem. という英文を書いた生徒がいる。こ

の英文には文法的には誤りはないが、分詞構文と、

chances are ~という表現は文体が違いすぎて一文の

中に共起すると、自然な英語とは言えなくなる。

本校の生徒は数学的思考に長けている者が多いので、

この部分にはこれが使えるはずだ、と日本語のまとま

りに熟語、セットフレーズの類を当てはめる傾向が見

られ、それが違和感なく使われているかどうか、とき

に注視する必要がある。

なお、生徒の答案を添削すると、大きな文法事項は

正しく使えても、時制の不一致、数、冠詞等の誤りが

依然として多く見られ、母語が日本語であることを痛

感させられる。

3.9.2.2今後の課題

週 1時間という限られた時間の中で、可能な限り沢

山の例を示すと共に、英文を沢山書かせる必要性を改

めて実感した。また、本年度は取り入れていないが、

peer evaluationなども有効であると思われる。

3.9.3 パラグラフライティングの指導(平涼)

3.9.3.1 授業の概要

色々なタイプの文章が書けるようになることを呂標

に、lntroduction→Body→Conclusionとし¥うパラグ

ラフの型と、様々なデ、イスコースを導くつなぎ言葉

(discourse markers)を意識させながら、毎時間なるべ

く沢山喜かせるようにしている。授業者の悩みは、書

かせたあとのフィードバックであるが、ちょっとした

空き時間をこまめに使って生徒の作品を読み、添削や

コメントをつけてなるべく早く返却するよう心がけて

いる。(が、現実は厳ししす

3.9.3.2 学期毎の授業展開

① 1学期

パラグラフの型について学習したあと、まとまった

文章を書くときに重要な文法事項として「時制JI冠詞j

「可算名詞・不可算名詞j等について適宜、授業内で

取り上げた。これらがいい加減だと、読み手が混乱す

る文章になりやすし1からである。

同時に、パラグラフライテイングの初歩として、「要

約jから入り、次に「物語文j→「説明文jの順番で

書かせていった。特に心がけたのは、いきなり書かせ

るのではなく、まずリスニング、やリーディングを通じ

その日のトピックに関して考えるきっかけを与え、そ

の上で書かせることである。実際に取り上げた課題は

以下の通りである。

-海外へ行く生徒がお土産の相談をしている会話を開

き、その内容を要約する。

. Beatrix Potterの書いた、悪い兎に関する短し1物語

を、挿絵を見ながら聞き、その後R談を創作する。

-英語のジョークの色々なノミターンを学んだ、あと、自

作のジョークを創作する。

-自分が文化祭でどのような活動をするかについて説

明する。

-あるものがなぜ人気があるかについて説明する。(1因

果関係jのレトリックの練習)

-知らない人には向じに見えるが実は違う 2つのもの

について説明する。(1比較対照Jのレトリックの練習)

②2学期

2学期は、社会生活に不可欠な「謝るJI忠告するJ

「苦d情を言むといった実用的な文章の書き方を学ぶ

と問時に、「意見文Jを論理的に書くことが中心となっ

ている。

「意見文jに関しては、教師が一方的に読むだけで

はなく、ペーパーディベートの手法を使うなどして、

生徒同士がお互いの意見を読み、賛成したり反対した

りする機会をできるだけ設けるように心がけている。

実際に取り上げた課題は以下の通りである。

. I筑駒事典j を作る(説明文)

-メーノレオーダーで、頼んだ、ものが間違っていたので苦

情のメーノレを書く。

-家庭の事情で急に友達の結婚式に出られなくなり、

メーノレで、謝る。

-担任の先生たちの悩みを読み、アドバイスをする。

(筆者が事前に担任の先生たちから悩みをつのり、英

訳しておいた)

・ペーパーディベート「特別考査(注:本校独自の校

円
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内模試のようなもの)は廃止すべきであるj

-先輩が書いた末期癌の患者への告知に関する意見文

(毎年保存してある生徒作品)を読み、自分の意見を

書く。さらに友達同士で交換して読み合い、相手の意

見に対して自分のコメントを書く。

. r入試から英語をはずすべきであるjとしづ主張を読
み、自分の意見を書く 0

・f死刑廃止jの是非

その他、最後の授業では「高校時代でもっとも印象

的だ、ったことJという課題で、スゼーチを書いて発表し、

皆で思い出を共有しあって、なごやかな雰鴎気で高3

ライティングを終えることができた。

4.総合学習での取り組み

4. 1概要

本校では総合学習の一環として、中学3年生にテー

マ学習J、高校2年生に「ゼ、ミナーノレjとしづ時間を設

け、土曜日を活用しながら、普段の授業では扱えない

内容を取り上げてそれらを専内的に深めてし1く学習を

行っている。各教科がそれぞれに対して担当者とテー

マを出し、生徒は自分がやってみたいものを選択して

参加するシステムで、ひとつの講座で学ぶ生徒の人数

は概ね 10'"'"'20名程度である。

英語科はここ数年間、 SSH校としての実践を深め

るために、日本学術振興会 (JSPS)が提供する

Science Dialogueというプログラムを利用しながら、

「国際社会において、受容・発信する能力の育成Jに

努めている。このプログラムの詳細についてはJSP

S のHP(http://www.isps.g'o.ip/i-sdialogue1) を参照

していただきたい。希望実施日の2カ月前までに、講

師派遣を申し込む必要がある。

4.2 中学3年生 (64期)子ーマ学習(年6匝・土曜)

担当:平原麻子

第3期目に入った本校SSHの重要な柱のひとつ

「グローバルサイエンテイストの育成を目指すJを意

識して、今年度の講庭名は WTheRoad to Global 

Scientists~ と銘打つた。

本講座の目標は (1)海外からの若手研究者に自分

の回や経麿・研究内容について英語で講演してもらい、

彼らと積極的にコミュニケーションを図る、 (2)問時

にプレゼ、ン技術についても学ぶ、 (3)彼らから学んだ

プレゼン技術を意識しながら、自分が研究したことを

英語で発表する、の3つで、ある。生徒にとってそれぞ

れのテーマは英語で、の理解が易しいとはいえないが、

研究者の方々の工夫(簡単な実験を行う、映像を見せ

る等)と上手なプレゼンで、大体の内容は理解できて

いる。

また、若手研究者の発表以外にも、「先輩に学ぶjと

して海外研修派遣経験のある本校高校3年生に参加し

てもらったり、 SteveJobs のスピーチやNHKEテレ

Super Presentationの映像を使ったプレゼン技術l万-

究の時間も設けている。

今年度の講義内容は以下の通りである。

表1.The Road to Global Scientists年間計画

Date Speaker Topic 

① June 全体オリエンテーショ

9 ン

女各教科からの説明を関

き、自分の参加したい諮

j亙を選ぶ

② June 本校高校3年生 化学(色の特性)

23 (S S H台湾研 * Il宇年度の台中高級第
修派遣生徒) 一中学との研究交流で

発表したもの

③ Sept. Dr. 応用物理学(癒治療への

15 Kullumadil 磁力の応用)

(Austria) 

④ Sept. Dr. Friedrich 物理学(重力波の検出)

29 (Germany) 

⑤ Oct. Dr. 法学(日本と EUにおけ

20 Vandewalle る独禁法)

(Belgium) 

⑤ Jan. Dr. O'Connor 心理学(創造性と創造

19 (USA) カ)

⑦Feb.9 受講生徒自身 各自の興味に応じた内

のプレゼン 容

4.3高校2年(62期) ゼミナール(年7田・土濯)
担当:山田忠弘

高2ゼミナールでは、今年度も日本学術振興会によ

るプログラム「サイエンス・ダイアログj に参加して

いる。この学年は中学3年テーマ研究に続いての参加

となる。講師は、日本の大学機関で研究中の若手外留

人研究者で、ほとんどが英語のノンネイティブスピー

カーである。講義は2コマ分で、パワーホ。イントを使っ

て行われ、回によってはそれ以上 (3'"'"'4コマ)が配

つ
ο
Q
J
 



当されていることがあるので、その場合は事前に講師

からいただいた単語リストやパワーポイントファイノレ

などを使って事前学習も行っている。

講師と講演内容は以下の通りである。

第 l白熱的快適性について(建築学)

Dr. Madhavi Indraganti 

第2回独占禁止法について(法学)

Dr. Simon Vande Walle 

第3回 環境ストレスと植物の成長について(生物学)

Dr. Bart Rymen 

第4回骨と細胞について(歯学)

Dr. Lynett Danks 

第5回創造性についての素朴理論(心理学)

Dr. Alexander O'Connor 

生徒はこれらを参考にし、 3学期には自分の興味あ

るテーマを分かりやすく英語で伝える発表(15分程

度)をパワーポイントを使って行う予定である。

5. 国際交流を支援する取り組み

5. 1 はじめに

ここ数年で本校生徒が海外の人々と交流する機会が

増えてきた。交流の民的は文化交流の場合もあるが、

科学的な内容の研究交流が主流であるところがSSH

校である本校の特徴といえる。英語科では、自常的な

授業の中でプレゼンテーション能力を鍛える指導を行

っているが、生徒が研究交流の場で充分な成果をあげ

るためには、さらに授業外での支援が必要となってく

る。

以下に、国際交流支援活動の一部について述べる。

5.2 研究交流における英語科の支援活動

5.2.1プレゼンテーション・スキル・ワークショップ

昨年度に引き続き、サイエンス・コミュニケーショ

ン・スペシャリストとして活躍中の Mr.& Mrs. 
Vierheller氏を招き、希望者を対象とした英語での効

果的なプレゼンテーション・スキルについて学ぶワー

クショップを第1学期期末考査後に!羽催した。

“Learn to Presen t"と題された本講座には中3から

高3まで、約 60名の生徒が参加し、異学年集団を形成し

てクツレーヲoごとの発表活動に取り組んだ。指導の中心

は聴衆を引き付けるためのさまざまなスキノレで、あった。

具体的にはスピーチをする!擦の声の強弱、イントネー

ション、アイコンタクト、身振りなどについて、実際

にグ、ノレーフ。で

3時間ほどのまとまった時間で、達成感を得ることが

でき、普段の授業ではなかなかできない取り組みであ

る。なお、 3学期には中 1・2を対象とした「ビギナ

ーズ用ワークショップjを開催する予定である。

5.2.2台湾国立台中第一高級中学(台中一中)との研

究交流へのサポート

台中一中との研究交流活動は今年度で4年目を迎え

る。これは生徒同士が各自のテーマに沿って行った研

究を学会形式で発表しあうとしづ本格的なもので、過

去の発表テーマの一例をあげると、以下のようなもの

がある。

. The Study of Liquid Crystal 

. An Analysis of Glom Protein 

. An Introduction to Corpus Linguistics 

このように高度に専門的な内容を効果的に発表する

ためには、事前の発表原稿作成のみならず、見やすい

パワーポイントの作成・発表手)1慎の確認・発話の抑揚

やスピードの確認、など準備しておくべきことが数多

くある。

これらをカバーするために英語科は過去3年間、渡

航直前の丸一日をさいて本番と向じ形の研究発表リハ

ーサル会を開き、声の大きさや目線、パワーポイント

の内容など細かなところまで点検し、気がついた点を

様々アドバイスしてきた。また、昨年度からはよりプ

レゼン技術を強化するために、前項で触れた

Vierheller夫妻をお招きしてリハーサルを行っている。

その場でやらせながらどんどん直していく彼らの手法

(Immediate feedback)は大変効果的で、生徒たちも

自分たちがどんどん良くなっていくことを大いに実感

している。現地では、生徒同士でコーチングする姿も

見られた。

今年度は各グ、ループ。に 10分ずつ発表させ、それに対

して 10分間アドバイスをいただく、という方式で、行っ

た。作成したパワーポイントに提示すべきもの、口頭

発表に屈した方がいいもの、プレゼンに適した語葉(例

えば、 mmより objectiveの方がよしすまで含め、非

常に具体的に指導をしていただいた。

昨年度の論集でも触れたが、今後も有益なアドバイ

スを再掲しておく。

①First tell， second show 

まず、口頭で述べてから絵やグラフを提示すべし。

はじめに情報を提示してしまうと、相手は聞かなく

なる。

②Repeat important things 
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大切なことは繰り返すべし。

③Short message in large prints 

パワーポイントで、提示する文字は最小限に。また大

きな文字で示すべし。

④Get the audience involved 

質問をしたり、ポイントを繰り返させたりして聴衆

を巻き込むべし。

⑤50% read， 50% look up 

視線を上げるべし。

⑥Gestures change voice 

ジェスチャーは声のトーンをコントロールするのに

役立つと心得るべし

⑦Backward chaining 

練習は結論部から、序論のほうに戻るようにすべし。

③N ervous crushing: Stop幽Breathe-Think-Act 

緊張したら、まず立ち止まり、深呼吸をし、よく考

え、行動すべし。

最後に以下のように PhysicalMessageをホワイト

ボードにまとめたうえで、プレゼン時の要諦を簡潔に

示された。

1) Posture→How to stand 

2) Eye Contact→How to look at the audience 

3) Gestures→How we use our arms and hands 

4) Voice→How we speak to the audience 

Stop / Breathe / Think / Act 

5.2.3 東芝地球未来会議へのサポート

担当:八宮孝夫

5.2.3.1はじめに

東芝地球未来会議とは、東芝国際交流財団の支援で

米国、タイ、ポーランド、日本の4カ密から、それぞ

れ2校4名、合計16名の生徒(と引率教員8名)が集い、

環境問題や持続可能な社会の発展について討議しあう

ものである。この会議は5年前から始まったが、本校

が参加したのは昨年からである。当初は東京・千葉で

開催されていたが、震災の関係でこの2年間はタイで

行われており、期間は8月上旬の7日間である。今年

度は前半38はバンコクから北東200キロのチョクチ

ャイ農園、後半4日はバンコク市郊外のチュラボーン

研究所に宿泊して、討論やプレゼンテーションを行っ

た。

5.2.3.2チョクチャイ農麗での活動

この農場は家畜の飼育、野菜果物の栽培、直営のレ

ストランがありバイオディーゼノレの研究なども行って

いる、それ自体自給自足可能なシステムになっている。

宿泊はテントで、異なった国からの2名が1つのテン

トで過ごすことになり、非常にお互いを深く知る機会

となる。

初めの3日では、お互いを知るためのゲームをした

り、 pre幽assignmentとして設定されている「お互い

の国・学校紹介jなどを行った。もちろん、農場の一

部を利用して「環境問題セミナー(C02測定)などが、

地元の大学の研究者によってなされた。また、アイス

クリーム体験や、水田作業体験もあった。基本的には、

教員もIRJじところで一緒に体験することもあるが、教

員は)3IJ行動で「教員プレゼンテーションj として、お

互いの国の学校制度や、それぞれの学校の紹介を行っ

た。

(チョクチャイ農場にて)

5.2.3.3チュラボーン研究所で、の活動

こちらでは、バンコック市内に近い地の利を生かし

て、講義ばかりでなくフィーノレドワークも行った。討

論としては、「地球との調和を阻んでいるものは?J、

講義として「貧国をなくすには子供の教育からJ。フィ

ールドワークとしてエネノレギー省訪問 (EnCo)などを

行った。夜になると、毎日行ったことを ActEco 

Journalという新聞にまとめる作業があるので、ただ

開きっぱなしでなく、自分の言葉でまとめなくてはな

らない。英語にハンデのある 3カ国は、アメリカから

の生徒が表現の上で支援しながら進めてゆく。これも

いい勉強になる。

後半では、最終日の発表に向けて、プレゼンテーシ

ョンの講習があったり、関心のあるテーマごとにグル

ープ分けが行われ、それに基づいて討論を深め、発表

の内容をまとめる。

最終日は、立派なホールにて発表、質疑応答がある。

「「
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(発表する本校高校 1年生)

5.2.3.4まとめ

わずか7自問の地球未来会議だが、英語により討論

することで、初めは臆していたものが、徐々に打ち解

け、英語でのコミュニケーションに慣れてくるように

なる。と同時に、深いところで、まだまだ十分な意思

の疎通や自分の主張を述べることができない歯がゆ

さ・限界も知ることになる。しかし、その不十分であ

ることの岳覚が、更なる勉強の動機づ、けとなる点で、

このプログラムは素晴らしいということができる。

5.2.4 オーストラリア理数系授業体験プログラム

担当:多尾奈失子

5.2.4.1 概要

都立小石川中等教育学校のコア SSHプログラムに

生徒4名(高 1生3名、高2生1名)が参加する機会

をいただき、 8月上旬から 14日間でオーストラリア

南オーストラリア州アデレードを中心に研修活動を行

った。

本プログラムは、通常の教育課程と汚iJ科として IB

(国際ノくカロレア)の教育課程をもっ学校で、進められ

た。 2週間の滞在期間中は、事前学習で分けられた英

語のレベノレにしたがって授業に参加した。既習の内容

を英語で受講することは、内容については重複するも

のの、表現の仕方など新たなことを習得できたようで、

新鮮な患いで、あったようだ。他に、市内の文化施設を

見学したり、周辺の大学で模擬講義をしていただいた

りと実質10日間ほどの研修期間で盛りだくさんなプ

ラグラムで、あった。様々な施設を訪問し、現地の人々

とも交流に参加させてもらう機会が多い中で受け入れ

校での授業が4回"""'5回と少ないもので、あったのが残

念である。

5.2.5台湾国立台中第一高級中学との研究交流への

サポート 担当:山田忠弘

5.2.5.1概要

台中一中との交流も今年度で4回目を迎えた。高2

生徒 12名、高 1生徒4名が参加し、 6日間の台湾訪問

の内2日間を台中一中での交流に充て、理科(化学・生

物)の授業への参加や学校紹介、研究発表などを行った。

台中一中の理科の授業はすべて英語で行われ、英語科

以外の教員の英語運用能力の高さに感心した。

生徒の交流は学校内だけに留まらず、研究発表終了

後に、台中一中の生徒が本校の生徒を連れて台中の夜

市を案内してくれるなどの暖かい歓待を受け、大いに

深まったと言える。翌年5月には台中一中の本校訪問

が予定されており、さらなる交流の発展が期待される。

化学の授業
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研究発表会場にて

5.2.5.2プレゼン指導
これに先がけて今年度も Vierheller夫妻による参

加者対象のプレゼンテーション指導が行われ、パワー

ポイントの構成や話し方の所作といった面からのアド

バイスをいただいて、本番の発表に臨むことができた。

(5.2.2参照)

5.2.6 韓国・釜山国際高校との交流へのサポート

担当:八宮孝夫

5.2.6. 1はじめに
本校はSSH校として上述のように台中一中との研究

文化交流を続けているが、これは主に理数科に興味の

ある生徒中心のプログラムである。本年は、筑波大学

から rs付属学校のグ、ローノミノレ化に資する事業j として

「アジア諸地域の教員・生徒と本校教員・生徒との研

究交流の促進Jとして予算をいただき、その一部を文

系に興味のある生徒のためのプログラム開発に充てた。

幸い、以前から釜山国際高校が本校との交流を希望し

ており、本年度4月に r2013年1月中旬訪問したしリ

との打診を受けたので、本校もそれを受け入れるとと

もに、 r2013年3月下旬に釜山国際高校を訪問したしリ

と希望し了解されたので、この相互訪問が実現するこ

ととなった。以下は、本稿執筆時点で予定されている

ことである。

5.2.6.2釜山窓際高校の本校訪問

期日は1月16日。訪問生徒は、高校1年生の男子2

名、女子7名。引率教員2名。以下の日程で行う予定

である。

午前 歓迎~学校紹介・自己紹介

日本氏墾館訪問、東大駒場キャンパスにて昼

食

昼 集会にて、全校生徒に紹介

午後 5、61時間目 授業参観・参加

放課後、部活動見学その他

夕方 本校生徒が釜山生徒を渋谷まで案内、夕食歓

談 (並行して教員、歓迎夕食会)

5.2.6.3本校生徒の釜山国際高校訪問
期日は3月24日'"'-'28rヨ。本校生徒 10名(高 1. 5 

名、高2・5名)引率教員3名。以下の日程で行う予

定である。

3/24(日) 14: 05成田発 16:15釜山蕃

夕刻 ホテノレチェック・イン

3/25(月) 釜山国際高校訪問第 1日(授業参観、お互

いの学校紹介を中心に?)

3/26(火) 釜山国際高校訪問第21ヨ(お互いの文化・

社会について)

3/27(水) 釜山市郊外フィーノレドワーク

3/28(木) 10:50釜山発 12:55成田着

5.2.6.4おわりに
相互訪問は初めての試みで、あり、まだ不確定の要素

も多いのだが、 25年度は5J=Jに台'=1コー中の生徒が本校

訪問をすることが決まっており、そのためにも、受け

入れの経験を積んでより良きものにしていく必要があ

る。

6.おわりに

以上概観したように、本校での国際交流の活発化と

ともに英語科が担う部分が拡大してきた。生徒のプレ

ゼ、ン能力の向上に向けてさらに工夫をこらしてし1かね

ばならないと同時に、「国際交流=英語科jというステ

レオタイプから脱却し、{也教科の先生方をし1かに巻き

込んでいくか、も今後の大きな課題である。
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